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学
院
史
編
纂
室
共
同
研
究
報
告

　

二
〇
一
七
年
度
の
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
宣
教
師
研
究
」
と
し
て
、
ラ
ン
バ
ス
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ベ
ー
ツ

を
中
心
と
し
た
共
同
研
究
を
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

神
田
健
次
研
究
員
は
、
学
院
の
創
立
者
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
宣
教

師
が
、
神
戸
栄
光
教
会
に
次
い
で
創
設
し
た
広
島
流
川
教
会
創
立

一
三
〇
周
年
記
念
に
招
か
れ
た
こ
と
を
機
に
、
教
会
創
立
と
草
創

期
の
関
西
学
院
と
の
深
い
関
わ
り
や
広
島
の
平
和
運
動
に
重
要
な

貢
献
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
め
ぐ
り
、「
広
島
流
川
教
会
一
三
〇

周
年
記
念
と
平
和
へ
の
祈
り
」（『
学
院
史
編
纂
室
便
り
』
四
六
号
、

二
〇
一
七
年
一
二
月
）
を
執
筆
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
宣
教
師
研
究
の
成
果
も
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

左
記
の
よ
う
な
記
念
礼
拝
説
教
や
講
演
を
行
う
機
会
が
与
え
ら
れ

た
。

１
、
広
島
流
川
教
会
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
礼
拝
説
教
「
伝
統
の
灯

火
を
新
た
に
か
か
げ
」、
及
び
記
念
講
演
「
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ

ス
宣
教
師
の
〈
瀬
戸
内
宣
教
圏
〉
の
構
想
と
展
開
」（
二
〇
一
七

年
五
月
一
四
日　

広
島
流
川
教
会
）

２
、
鎮
西
学
院
平
和
祈
念
礼
拝
「
平
和
を
実
現
す
る
人
々
」、
及
び

鎮
西
学
院
高
等
学
校
教
師
修
養
会
講
演
「
時
代
の
担
い
手
と
し

て
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
―
共
に
喜
び
、共
に
泣
く
」（
二
〇
一
七

年
八
月
九
日　

鎮
西
学
院
）

研
究
テ
ー
マ

研

究

員

宣
教
師
研
究

○
ル
ー
ス

　
M
・
グ
ル
―
ベ
ル

　
池
田

　
裕
子
（
学
院
史
編
纂
室
）

　
神
田

　
健
次
（
顧
問
）

　
Ｄ
・
Ｈ
・
デ
ル
ミ
ン
（
高
等
部
）

　
舟
木

　
　
讓
（
経
済
学
部
）

　
村
瀬  

義
史
（
総
合
政
策
学
部
）

　
Ｊ
・
メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ー
ク
（
神
学
部
）

　
山
内

　
一
郎
（
名
誉
教
授
）

関
西
学
院
の

戦
前
・
戦
中
・
戦
後

○
井
上

　
琢
智
（
元
経
済
学
部
）

　
岩
野

　
祐
介
（
神
学
部
）

　
打
樋

　
啓
史
（
社
会
学
部
）

　
辻

　
　
　
学
（
広
島
大
学
大
学
院
）

　
中
道

　
基
夫
（
神
学
部
）

　
本
郷

　
　
亮
（
経
済
学
部
）

（
○
印
・
主
任
研
究
員
）
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３
、
聖
和
短
期
大
学
学
校
礼
拝
「
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
宣
教
師
の
使

命
」（
二
〇
一
七
年
九
月　

聖
和
短
期
大
学
）

４
、
神
戸
バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
四
回
連
続
講
義
「
ミ
ナ
ト

神
戸
の
キ
リ
ス
ト
教
の
展
開
と
聖
書
―
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
視

座
か
ら
ー
」（
二
〇
一
八
年
一
月
―
二
月　

神
戸
バ
イ
ブ
ル
ハ

ウ
ス
）

５
、
神
戸
東
部
教
会
一
一
〇
周
年
記
念
礼
拝
説
教
「
福
音
の
同
労

者
」、
及
び
記
念
講
演
「
草
創
期
の
神
戸
東
部
教
会
の
歩
み
」

（
二
〇
一
八
年
三
月　

神
戸
東
部
教
会
）

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
学
院
史
に
関
連
し
た
教
会
の
創
立
記
念
説
教

や
講
演
、
及
び
紀
要
論
文
が
、
左
記
の
よ
う
に
今
年
度
出
版
物
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
。

１
、『
関
西
学
院
教
会
一
〇
〇
年
史
』（
教
会
創
立
百
周
年
記
念
礼
拝

説
教
「
喜
び
と
感
謝
を
む
ね
に
」
が
収
録
掲
載
、
関
西
学
院
教

会　

二
〇
一
七
年
一
二
月
）

２
、『
日
本
基
督
教
団
宇
和
島
中
町
教
会
創
立
一
三
〇
周
年
誌
』（
教

会
創
立
百
三
十
周
年
記
念
講
演
会
「
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
宣
教

師
の
〈
瀬
戸
内
宣
教
圏
〉
の
構
想
と
展
開
」、
宇
和
島
中
町
教

会　

二
〇
一
八
年
二
月
）

３
、「
中
国
に
お
け
る
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
宣
教
師
の
足
跡
を
求
め
て
」

（
中
国
の
学
術
誌
『
医
療
社
会
史
研
究
』
北
京
、
中
国
社
会
科

学
出
版
社
、二
〇
一
七
年
六
月
に
翻
訳
掲
載
：
こ
の
論
文
は『
関

西
学
院
史
紀
要
』
第
一
三
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
に
掲
載
）

　

池
田
裕
子
研
究
員
は
、
広
報
誌
『K

. G. T
O
D
A
Y

』
の
た
め
、

次
の
四
本
を
日
本
語
と
英
語
で
執
筆
し
た
。
①
「
誕
生
日
に
書
い
た

辞
表
」、"A

 Birthday Resignation"

②「
松
山
か
ら
来
た
転
校
生
」、

"A
 Student from

 M
atsuyam

a" 

③
「『
炎
の
ラ
ン
ナ
ー
』
を
支

え
た
友
情
」、"Friendship w

ith the Flying Scotsm
an" 

④
「
恩

師
と
教
え
子
」、"Student and T

eacher"

。

　

本
年
は
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｌ
・
ベ
ー
ツ
第
四
代
院
長
生
誕
一
四
〇
年
に
当

た
る
こ
と
か
ら
、『
学
院
史
編
纂
室
便
り
』
に
ベ
ー
ツ
に
関
す
る
原

稿
を
掲
載
し
た
。第
四
五
号
の
た
め
に
、「
ト
ロ
ン
ト
の
ク
レ
セ
ン
ト
・

コ
テ
ー
ジ
」
と
「
教
え
子
と
教
職
員
が
語
る
ベ
ー
ツ
先
生
」
を
執
筆

し
、
第
四
六
号
に
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
・
Ｏ
Ｂ
の
井
口
禎
三
さ
ん
（
経
済
昭

三
九
）
に
「
ベ
ー
ツ
先
生
に
寄
せ
て
」
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
さ

ら
に
、
ベ
ー
ツ
の
誕
生
日
（
五
月
二
六
日
）
に
あ
わ
せ
て
、
小
冊
子

『
関
西
学
院
の
エ
ス
プ
リ
一
〜
三
五
』、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
原
田
の
森

の
関
西
学
院
」
と
「
関
西
学
院
の
時
計
台
」
を
作
成
し
た
。
な
お
、

「
原
田
の
森
の
関
西
学
院
」
は
、
神
戸
文
学
館
企
画
展
「
煉
瓦
色
の

記
憶
〜
一
〇
〇
年
ま
え
の
原
田
の
森
」（
四
月
二
八
日
〜
七
月
三
〇

日
）
で
も
、
配
布
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

日
本
カ
ナ
ダ
会
か
ら
は
、
カ
ナ
ダ
建
国
一
五
〇
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
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へ
の
協
力
を
求
め
ら
れ
た
。
六
月
二
五
日
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
の
展
示
写
真
と
解

説
を
提
供
し
、
日
本
語
と
英
語
の
小
冊
子
「
関
西
学
院
と
カ
ナ
ダ
」、

Canada and K
w
ansei Gakuin

を
作
成
し
た
。

　

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
六
月
二
日
に
、
日
本
を
観
光
旅
行
中
の
ス
コ
ッ

ト
ベ
ー
ツ
さ
ん
（
ベ
ー
ツ
院
長
ご
曾
孫
）
ご
一
家
を
関
西
学
院
に
お

迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
様
子
を
紹
介
す
る
形
で
、『
母
校

通
信
』
第
一
四
〇
号
に
「
カ
ナ
ダ
建
国
一
五
〇
年
、
ベ
ー
ツ
院
長
生

誕
一
四
〇
年
」
を
寄
稿
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
さ
ん
か
ら
は
、
ベ
ー
ツ
に

関
す
る
資
料
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
早
速
大
学
博
物
館
の
展
示
で
紹

介
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、『
母
校
通
信
』
編
集
委
員
会
か
ら
依
頼
を
受
け
「
関

西
学
院
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
生
き
証
人
〜
原
田
の
森
と
上
ケ
原
を
結
ぶ
門

〜
」（
一
四
〇
号
）
と
「
関
西
学
院
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
生
き
証
人
〜
ベ
ー

ツ
先
生
と
卒
業
生
〜
」（
一
四
一
号
）
を
執
筆
し
、
卒
業
生
の
母
校

や
恩
師
に
対
す
る
思
い
を
紹
介
し
た
。

　

八
月
、ペ
ン
ケ
駐
日
ラ
ト
ビ
ア
大
使
（
第
二
代
）
が
任
期
を
終
え
、

本
国
に
帰
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の

関
西
学
院
と
ラ
ト
ビ
ア
と
の
関
係
を
ま
と
め
、
日
本
語
と
英
語
で
小

冊
子
『
関
西
学
院
と
ラ
ト
ビ
ア
』、Latvia and K

w
ansei Gakuin

を
作
成
し
た
。
記
念
に
大
使
に
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
大
変
喜
ば
れ

た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
ベ
ー
ツ
資
料
の
翻
訳
も
続
け
た
。「
ベ
ー
ツ

資
料
の
翻
訳
―
高
等
部
長
と
し
て
、
院
長
と
し
て
、
学
長
と
し
て
―
」

を
「
研
究
ノ
ー
ト
」
と
し
て
、
当
紀
要
に
発
表
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
も
同
窓
会
東
京
支
部
か
ら
依
頼
を
受
け
、「
関

西
学
院
の
真
実 

〜
炎
の
ラ
ン
ナ
ー
、
野
球
の
里
帰
り
、
英
語
発
音

の
革
命
〜
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演
を
行
っ
た
（
関
西
学
院
同
窓

会
東
京
支
部
三
日
月
会
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
八
日
）。

　
「
関
西
学
院
の
戦
前･

戦
中･

戦
後
」
も
、
継
続
し
た
共
同
研
究

の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

井
上
琢
智
研
究
員
は
、「
吉
岡
美
国
と
敬
神
愛
人
（
一
）
〜
（
六
）」

（『
関
西
学
院
大
学
史
紀
要
』六〈
二
〇
〇
〇
〉〜
一
〇〈
二
〇
〇
四
〉号
、

一
二
号
〈
二
〇
〇
六
〉）
執
筆
以
降
、
懸
案
で
あ
っ
た
第
五
代
院
長

神
崎
驥
一
の
伝
記
執
筆
の
準
備
と
し
て
今
年
度
か
ら
関
連
史
料
・
資

料
の
収
集
を
開
始
し
、
詳
細
な
年
譜
を
作
成
中
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
①
『
開
校
四
十
年
記
念　

関
西
学
院
史
』、『
開
校
四
十
年
記
念

　

関
西
学
院
史
』
な
ど
本
学
刊
行
の
各
年
史
、②
『
関
西
学
院
新
聞
』、

『
恒
平
』
な
ど
の
本
学
学
生
に
よ
る
刊
行
物
、
③
滞
米
中
神
崎
が
既

知
と
な
っ
た
、
国
際
連
盟
協
会
の
中
心
人
物
渋
沢
栄
一
の
『
渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
』
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
神
崎
の
家
族
関
係
情
報
蒐
集
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の
た
め
に
神
崎
宅
に
寄
宿
し
て
い
た
同
窓
の
武
用
光
一
氏
か
ら
聞
き

取
り
を
行
い
、
佐
藤
信
子
氏
に
も
聞
き
取
り
を
近
々
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
神
崎
が
在
学
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
香
登
小
学
校

で
の
在
学
確
認
、
さ
ら
に
通
っ
て
い
た
香
登
教
会
を
も
訪
問
す
る
予

定
で
あ
る
。
最
後
に
、
現
在
で
は
稀
覯
本
と
な
っ
て
い
る
『
恒
平
』

を
学
院
史
編
纂
室
へ
寄
贈
い
た
だ
い
た
国
際
研
究
部
（
国
際
連
盟
協

会
関
西
学
院
学
生
支
部
の
後
身
）、
香
登
へ
の
聞
き
取
り
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
同
窓
の
近
藤
良
雄
・
北
村
良
蔵
両
氏
お
よ
び
池
田
裕
子

研
究
員
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
調
査
過
程
で
得
ら

れ
た
史
料
・
資
料
に
も
と
づ
き
「
戦
間
期
関
西
学
院
に
お
け
る
『
恒

久
平
和
』運
動
に
つ
い
て
― 

神
崎
驥
一
、乾
精
末
と
国
際
連
盟
協
会
、

排
日
移
民
法
、太
平
洋
問
題
調
査
会
、軍
事
教
練
―
」
を
執
筆
し
、『
紀

要
』
に
投
稿
し
た
。
本
号
で
そ
の
一
部
を
発
表
し
て
い
る
。

　

辻　

学
研
究
員
は
、
関
西
学
院
に
お
け
る
宣
教
師
の
役
割
に
関
す

る
歴
史
的
検
証
を
主
題
と
し
て
研
究
を
継
続
し
て
お
り
、
今
年
度
は

主
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
に
活
動
を
再
開
し
た
宣
教
師
が
学

院
の
運
営
体
制
の
中
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
担
っ
て
き
た
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
資
料
収
集
を
行
っ
た
。
次
年
度
は
そ
の
成
果
の
一
部
を

発
表
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
本
学
の
「
人
権
教
育
の
基
本
方
針
」
策
定
時
よ
り
、
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
「
小
寺
学
長
代
行
提
案
」
に
関
す
る
継
続
的
な
検
証

を
も
と
に
、
総
合
コ
ー
ス
に
お
い
て
「『
関
学
』
学
―
関
西
学
院
の

歴
史
」
を
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
と
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
そ
れ
そ

れ
で
講
義
を
行
っ
た
。




